
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　営業の活性化で重要な要素に「ザイアンスの法則」（左掲）があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例えば、異業種交流会などで名刺交換するのですが、多くの方と交換す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るので後日、名刺を見直してもどういう方か全く思い出せないという経験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はないでしょうか？たかが名刺交換なのですが、されど名刺交換という方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法をご紹介いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まず、右掲の名刺のように、ご自分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のイラストをつけておくのです。この

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イラストで名刺交換の際に、さらに、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　深く印象を残せる会話を交わす事が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出来るのです。例えば、相手の方が、

「よく似ていますね」と感想を述べて頂ければ、ザイアンスの法則でいう

第１関門を突破した事になるのです。誰しも名刺交換する際に、この人は

どんな人だろうかと不安な心理が働いているのです。その不安感をイラス

トをネタに会話することで和らげることが可能になるのです。

　次に、名刺の裏面に自社の戦略的な商品を写真入りで掲載する方法

です。交流会などで立ち話する際に、いきなり会社案内やパンフレットを

渡すと言うのは余りにも「押し」が強い印象を与えてしまうのです。こういう

印象を回避する策として名刺の裏面を活用するのです。この裏面を使っ

て立ち話の「土俵」をつくる事ができれば、相手の方の好感度は高まるのです。このように、名刺の両面を活

用して、ザイアンスの法則の第１関門を突破することが出来るのです。さらに、この好印象はプラス要因として

相手に刷り込まれるので、交流は良いポジションからスタートする事になるのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次に、重要な事は、早いタイミングで「お礼」を送るのです。この方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法にも、電話やハガキなどが伝統的なものですが、スピード時代なの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で、メールや左掲のFaxで送る方法があります。当社は、イラストや自

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社の理念などを作りこんだイラスト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入りのA４サイズの原稿をご用意し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て、相手の方に２度ビックリしてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただくように「筆まめ」作戦をご指

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　導しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もちろん、自筆で相手の方にメッ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セージを簡潔に書き添えるのです

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が、その中で自分が訪問したい日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時を予告の形で書いておくのです

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。例「〇〇日の〇〇時は如何でし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ょうか？」という風にしておきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そして、２日後くらいに、アポの再

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　確認の電話をいれるという仕掛け

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なのです。意外に、アポが取れ易

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くなったと喜ばれています。皆さん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も試されては如何でしょうか？

平成２２年３月１日（月）

今回は、名刺にイラストを入れて「つかみ」を行い
その裏面で、さりげなく自社の商品をアピールす
るという事とFax礼状で次のアポをとる事例をご

紹介しています。カンタンな事ですが非常に効果
的な工夫です。ご参考にしてください。　　栩野

イラストを活用して「ザイアンスの法則」を実践！

Ｖｏｌ．

発行：(有)エー・エム・アイ

ＭＭＱＣとは「もっと儲かる業務改善」で「業務改善は、人づくり、動きづくり」を実践する着実・前向き・具体的な活動です。

〒545-0001　大阪府大阪市阿倍野区天王寺町北１丁目８番４７号４１１号室

電話：０６（６７１３）４１６１、Ｆａｘ：０６（６７１３）４１６２　担当：栩野（とちの）

ワンポイント・アドバイス

・ザイアンスの法則は、

船井先生の「３回安定・１０回

固定の法則」で実践するのが

ベターである。

・１度の名刺交換で、Fax礼状

で次回を予告

するという仕掛

けで連続３回の

コンタクトを

とる事に

なる。

　　　　ザイアンスの法則

１：人間は知らない人には

　　攻撃的、冷淡な対応をする

２：人間は会えば会うほど

　　好意を持つようになる

３：人間は相手の人間的な側面

　　を知ったとき、より強く相手に

　　好意を持つようになる
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